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1 今夏の気温の推移 

７月 ８月 ９月 

上旬 中旬 下旬 月間 上旬 中旬 下旬 月間 上旬 中旬 下旬 月間 

今夏の実績 26.6 27.7 29.9 28.1 31.0 31.2 33.5 31.9 31.1 31.4 ― ― 

平年気温 25.4 26.5 28.9 27.0 29.8 29.3 28.5 29.2 27.0 24.8 22.6 24.8 

＜参考＞東北７都市平均の最高気温 

（℃） 

平年気温 

今夏の７都市平均最高気温 
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■当社管内の最大電力と日電力量の実績 

【 最 大 電 力 】 【 日 電 力 量 】 

発 生 日 最高気温 発 生 日 

今夏の記録 １，３６４ Ｈ２４．８．２２（水） ３４．８ ２６，５５４ Ｈ２４．８．２３（木） 

昨年夏の記録 １，２４６ Ｈ２３．８． ９（火） ３２．８ ２４，９４０ Ｈ２３．８．１０（水） 

過去最大記録 
１，５５７ Ｈ２２．８． ５（木） ３５．０ 

３１，２５３ Ｈ２３．１．２０（木） 

〔 ３０，０６１ 〕 〔 Ｈ２２．８． ５（木） 〕 〔夏季最大〕 

今夏の最大電力および日電力量 

（単位：万ｋＷ、万ｋＷｈ、℃） 

過去最大電力 H22.8.5 

1,557万ｋＷ 

今夏最大電力 H24.8.22 

1,364万ｋＷ 

平成２４年 

平成２２年 

平成２３年 

 
(万kW)  

■最大電力の推移 

昨夏最大電力 H23.8.9 

1,246万ｋＷ 

0 



（万kW） 
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平成２４年８月２２日（水） 
【実績：今夏８月最大】 

 
 
 

最大需要 
（想定） 

１,４３４万ｋＷ 
程度 

 
 
 
 

（想定気温３４．８℃） 

 
 

最大需要 
（実績） 

１,３６４万ｋＷ 
 
 
 

（気温３４．８℃） 
 

８月想定需要と今夏最大電力との比較 3 

今夏（８月）の想定需要 

７０万ｋＷ 

■平成２４年５月のエネルギー・環境会議に報告した今夏（８月）の需給は、一昨年（平成２２年）並み
の猛暑、節電効果を５０万ｋＷとし、１，４３４万ｋＷ（随時調整契約の発動を考慮せず）と想定。 

1,100 

1,000 

７０万ｋＷの要因として、
節電効果や景気影響、 
気象影響等が考えられる。 



（万kW） 
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平成２４年８月２２日（水）１４時台 

 
 

最大需要 
（実績） 

１，３６４万ｋＷ 
 
 
 

今夏最大電力発生時（８月２２日）の供給力と需要の比較 4 

【緊急設置電源】 
約１０３万ｋＷ※ 

【長期計画停止火力の運転再開】 

約４３万ｋＷ※ 

【定期点検繰り延べ】 
約３０３万ｋＷ※ 

■東日本大震災以降、緊急設置電源の設置や長期計画停止としていた火力発電所の運転再開、火力発電所の
増出力のほか、火力発電所の定期点検時期を所定の手続きを経たうえで繰り延べするなど、供給力を確保。 

供給力（実績） 

１，４６８万ｋＷ 

１０４万ｋＷ 

（７．６％） 

約１１万ｋＷ 

八戸５号、秋田５号、新潟６号、 
東新潟５号、東新潟港３系 

秋田２号、東新潟４－２系、 
東新潟港２号、新潟４号、 
東新潟３－１系、東新潟２号 

         （自社火力分） 

東新潟港１号等 

その他、供給面では自家発余剰の
購入、需要面では需給調整契約
（計画調整契約）の積上げ、節電
の呼びかけ等を実施。 

1,100 

秋田４号、能代１号 
東新潟１・２号等 

【火力発電所の増出力】 

1,000 

予備力 

※気温影響等により実際の供給力は認可出力
を下回る場合がある 



（万kW） 

0 

1,500 

1,300 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,200 

1,400 

平成２４年９月１８日（火）１４時台 

 
 

 
 
 

最大需要 
（実績） 

１，２７８万ｋＷ 

 
 
 
 
 
 

今夏需給が最も逼迫した際（９月１８日）の供給力と需要の比較 5 

約２７万ｋＷ※ 

■例年、９月に入ると気温が低下し、需要も落ち着くことから、時期を繰り延べしていた火力発電所の
定期点検を順次開始しているなかで、猛暑時なみの高気温を記録したことに加え、緊急設置電源である
八戸火力発電所５号機が自動停止したため、予備率が今夏最小を記録。 

供給力（実績） 

１，３３８万ｋＷ 

６０万ｋＷ 

（４．７％） 

 
東新潟３-２ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ、新潟４号他 

八戸５号計画外停止 

1,100 

1,000 

【全国融通】 
６０万ｋＷ 

約９５万ｋＷ 

約１４万ｋＷ 

第二沼沢発電所緊急運転 

予備力 

【定期点検中の火力】 
（作業停止含む） 

猛暑時並みの高気温 
（３４.２℃、平年差９．９℃） 
に伴う需要増 

供給力の 
主な減少分 

※気温影響等により実際の供給力は認可出力
を下回る場合がある 
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発電所号機 定格出力 発生日 トラブル概要 運転再開 

柳津西山地熱  ６．５万ｋＷ Ｈ２４．７．２６ 
ヘッダータンクの水位上昇による保
護装置動作 

Ｈ２４．７．２７ 

秋田３号機 ３５．０万ｋＷ Ｈ２４．８． ２ 
ボイラーバーナーの一部不具合に伴
う火炎の発生 

Ｈ２４．８．１５ 

東新潟５号機※ ３３．９万ｋＷ Ｈ２４．８． ７ 発電機回転数制御回路の不具合 Ｈ２４．８． ９ 

八戸５号機※ ２７．４万ｋＷ Ｈ２４．８．２３ ガスタービンに付属する弁の不具合 Ｈ２４．８．２７ 

八戸５号機※ ２７．４万ｋＷ Ｈ２４．９．１８ 
ガスタービンに付属する弁の開閉状
態を検出する電気回路の接触不良 

Ｈ２４．９．１９ 

今夏発生したトラブル事象 

※東日本大震災以降に設置した緊急設置電源 


